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戸、雛i・灘

魑～
酒棚頃圏

　噛　』

　鐘、
』

私
た
ち
の
生
活
環
境
を
美
化
し
、
害
虫
や
悪
臭
の
な
い
快
適
な
環
境
を

つ
く
り
、
健
康
な
生
活
を
営
む
た
め
に
も
下
水
道
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
施
設
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　協．縢

昭和62一，膨下鵡種旛工予定麟　　六で・
当
市
に
お
い
て
も
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
、
幹
線
・
準
幹
線
（
補
助
事

業
）
枝
線
・
各
戸
毎
の
公
共
桝
へ
市

単
独
事
業
）
の
埋
設
工
事
や
設
置
工

事
を
施
工
し
、
下
水
道
の
整
備
を
は

か
り
ま
す
。
今
年
度
は
、
城
北
町
・

西
益
岡
町
・
沢
端
町
・
大
手
町
・
南

町
・
本
町
・
長
町
・
清
水
小
路
・
不

澄
ケ
池
・
西
堀
地
区
等
の
下
水
道
整

備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

下
水
道
の
工
事
区
間
は
次
の
と
お
り

で
す
が
、
い
ず
れ
も
道
路
地
下
二
～

六
メ
ー
ト
ル
に
埋
設
す
る
た
め
歩
行

者
の
安
全
と
沿
線
住
民
の
通
交
を
確

保
す
る
よ
う
配
慮
し
な
が
ら
工
事
を

す
す
め
ま
す
が
、
道
路
地
下
に
埋
設

す
る
と
い
う
特
殊
工
事
の
た
め
、
工

事
期
間
中
は
、
各
個
所
に
お
い
て
交

通
が
規
制
さ
れ
ま
す
の
で
、
み
な
さ

ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
各
工

事
区
毎
に
説
明
会
を
開
き
、
説
明
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い

な
お
、
本
工
事
に
関
し
て
不
明
な

点
に
つ
い
て
は
、
智
二
五
－
二
二

一
　
内
線
二
五
三

　
　
　
市
下
水
道
課
工
務
係
へ

工事予定路線名及び区間

工　 事　 区　　間

本郷踏切　～　石垣商店
菅野得志商店～当　信　寺

営　林　署～宮城医院
　　〃～西益岡会館手前三叉路

　　全　　 線
西益岡会館手前三叉路～広瀬医院

第一生命～三井生命

やまぶき園前～臼高正門前
白高正門前～吉見学園前

　　　　略

路　　線　　 名

　1　1　3　号
臼石丸森線
大子前通線
番丁線・葛西東通線・沢端通線

葛西町通線

城山雁狩線
中央通線
空　堀　線
寺　前　線
南寺前2号線・生酒通線他4
3．　029メートノレ

国道
県道
市道

ウ

〃

〃

総廷長

＞
＼

　
　
　
ず

．
－

う
吊
『

難
』
鳳

鰍
侑

禦
畷

　　　へ
響攣／
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住
居
表
示
の
実
施
に
つ
い
て

お
お
て
ま
ち
　
　
ま
す
お
か
ち
よ
う

大
手
町
　
益
岡
町

さ
わ
ば
た
ち
よ
う
　
　
は
ち
ま
ん
ち
ょ
う

沢
端
町
　
八
幡
町

七
月
『
日
よ
り
実
施

市
で
は
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
住
居
表
示
整
備
事
業
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
が
、
今
回
の
実
施
対

象
地
域
（
別
図
）
が
七
月
一
日
よ
り

大
手
町
、
益
岡
町
、
沢
端
町
、
八
幡

町
の
新
町
名
と
な
り
ま
す
の
で
、
一

日
も
早
く
新
町
名
に
な
じ
ま
れ
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
住
居
表
示
実
施
区
域
内
の

官
公
所
等
の
住
所
が
次
の
よ
う
に
変

更
に
な
り
ま
す
の
で
、
七
月
一
日
以

後
郵
便
物
等
を
差
し
出
す
際
は
、
新

住
所
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

主な官公所の新住所一覧
新　　住　　所

臼石市大手町1番1号

白石　沢端田4　1号
自石市益　町1番16号

白石　沢端町8番48号

白石　大手町1　1号
白石市益岡町2番7号

臼石沢端田7　5号
臼石市大手町2番1号

　　官公所名
白石市役所
臼石市市民体育館・市民会館

臼石市勤労青少年ホーム

白石営林

仙南保健所臼石支所

白石高等醇校
白石女子高等学校

公立刈田綜合病院

国
立
南
蔵
王
青
少
箪
野
営
場

　
　
　
　
　
　
　
　
七
縄
竃
十
囲
鐵
に
オ
ー
プ
㌦
ノ
一

南
蔵
王
山
麓
（
日
本
ジ
ヤ
ン
ボ
リ
ー
跡
地
）
に
建
設
中
の
国
立
野
営
場

が
7
月
3
1
日
陶
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

当
日
は
午
前
1
1
時
30
分
か
ら
開
場
記
念
式
典
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

国
立
南
蔵
王
青
少
年
野
営
場
は
、

青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
設
け
ら

れ
た
全
国
で
初
め
て
の
施
設
で
、
収

容
人
員
二
万
人
の
大
型
キ
ヤ
ン
プ
場

で
す
。た

だ
い
ま
利
用
申
し
込
み
の
受
付

け
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
野
営
場
の
オ
ー
プ
ン
に
伴
い

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
指
導
員
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。
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5
0
名

　
　
応
募
希
望
の
方
は

　
　
履
歴
書
持
参
の
う

ド
　
ま
ヨ
し
コ

　
　
『
　
え
、
お
い
で
く
だ

　
．
　
さ
い
。
　
（
年
齢
・

　
　
性
別
不
問
）

　
　
◎
利
用
申
し
込
み

蟹
麹
辮
先

　
瓦
　
　
活
動
振
興
協
会

瓢
竪
南
肇

　
n
鋸
　
　
青
少
年
野
営
場

　
F
』

　
・
　
　
管
理
事
務
所

ム
　
の

　
”
一
白
石
市
大
手
町

r
．
’
登

蜜
距
㎜
　
　
　
｝
番
一
号

　
、
・
欝
臼
石
市
役
所
四
階

　
驚
竺
五
⊥
一
二
一

　
・
マ
亀
　
　
（
内
線
四
二
一
）

3



　
　
　
市
の
財
政
や
嚢
を
理
解
し
て
い
黍
く
た
め
毒
年
言
・
市
の
財
政
状
況
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町

　
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
昭
和
六
十
『
年
度
下
半
期
（
昨
年
十
月
一
日
か
　
W

　
ら
今
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
）
の
財
政
状
況
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
W

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ

距
ー
～
ー
翁
き
多
⊇
翼
ぎ
5
く
5
ー
ー
5
竺
ー
尋
ン
§
犀
婁
諸

宅
5
タ
藍
き
～
ー
き
多
’
誉
ー
し

況犬政

6，317万4千円（88．9％）

予算現額　88億2，636万3干・円

支出済額　73億7，444万2千円

執行率　　83．6％

Eヨ　　予算額
　　執行率％

会二1こ計］

1億7，043万円（98，4％〕

1億7，613万9千円（96．7％）

］
］
］

2億6，246万1干円（91．2％）

4億7，884万7干円（11．4％）

7億1，835万4千円（97．7％）

8億340万8千円（99．2％）

9億2，304万ア千円（53．0％）

11億2，953万5千円（96．8％）

11億9，129万円（77．3％）

14億3，901万2干円（88．1％）

14億7，066万6千円（96．2％）

オ目ハ

その他

議会費

商工費

消防費

災害複旧費

衛生費

公債費

農　林
水産業費

民生費

土木費

教育費

総盗費

15（億）1413121110987654321

昭和62年3月31日現在
　　　　　（単位：干円）

昭和61年度特別会計の予算執行状況

出歳入歳

予算残額支畠済額未収入額収入済額調定額

予算現額会計別

277．7321，773．016251．7481，740．4631，992．2112，050，748国民健康郷喚

2，46413．2831，12314．11815．24工15．747簡易水道事業

293．005309，7480201，541201，541602．753下水道事業

76538．09331938，16538．48438，858地方卸売
市場事業

126，5351，353、7811．0001，373．2091，374，2091，480．316老人保健

2，152．42210，862，363596，32411，144．77411，741，09813，014，785計

0

厳
し
さ
続
く
市
の
財
政
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市
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
納
め
て
い

た
だ
く
市
税
は
、
市
が
自
主
的
に
使

え
る
大
切
な
お
金
で
、
市
の
財
政
運

営
の
中
心
と
な
つ
て
い
ま
す
が
、
歳

入
全
体
に
占
め
る
割
合
は
三
十
一
パ

ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

の市

般

｝
下
半
期
幸
力
ぞ
牝
瓠
“

他［その

入
　
税
金
　
金
　
及
金
び
料

収
囎
寸
越
金
担
餅

産
鱒
f
　
岩
用

財
　
自
交
　
繰
　
分
び
使
手

地方譲与税

市　債

諸収入

国・県
支出金
地方交付税

税

石白　　　　　　　　　　　　　　舞　　　　　　　　　　　　　翼　　　　　　　　　　　　芭　　　　　　　　　　　舗　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　下　　　　　　　燈　　　　　鐸　　　覇　　　腿轟購

市

5，286万7千円・（100％）

［
［
［
［
［
［

9，628万5千円（98．1％〕

1億174万1干・円（100％）

1億214万7干・円（100％）

1億302万6干円（86．1％〕

1億929万2千円（102、8％）

！歳　入）
　』＿＿　　＿一

＿＿弾＿ 、叱＿＿ －

予算現額　88億2，636万3千円

収入済額　77億7，ア27万8千円

収入率　　88，1％

額
鰯

　
率雛日

1億2，98フ万9干円（100％〕

5億8，・1・万円（11・9％）E二二二二■

7億4，814万円（102．6％）

15億9，452万7千円（66．3％）

24億7，29ア万1千円（100％）

27億3，538万8千円（99．7％）

（億）28272625242322212019181716115141312111’09　8　7　6　5　4　3　2　1　0

　
一
方
、
国
か
ら
毎
年
交
付
さ
れ
る

地
方
交
付
税
は
二
十
四
億
七
千
二
百

九
十
七
万
一
千
円
で
二
十
八
パ
ー
セ

ン
ト
、
公
共
事
業
、
そ
の
他
国
や
県

か
ら
た
の
ま
れ
た
仕
事
に
対
す
る
国

・
県
支
出
金
が
十
五
億
九
千
四
百
五

十
二
万
七
千
円
で
十
八
パ
ー
セ
ン
ト

を
占
め
て
い
ま
す
。

　
結
局
、
市
の
歳
入
の
う
ち
四
十
六

パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
四
十
億
六
千

七
百
四
十
九
万
八
千
円
が
、
国
な
ど

に
頼
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
お
金
の
都
合
で
き
な
い
分

は
、
市
債
を
起
こ
し
て
借
金
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
五
億
八

千
十
万
円
で
す
。

　
本
市
が
今
後
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
に

学
校
施
設
や
生
活
環
境
の
整
備
な
ど

多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
財
政

環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
市
で
は
経
費
の
節
減
を

は
か
る
一
方
、
市
の
借
金
で
あ
る
市

債
で
手
当
す
る
な
ど
苦
し
い
や
り
く

り
を
し
、
歳
出
に
見
含
う
財
源
の
確

保
に
努
力
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

（単位：千円）

昭和61年度一般会計歳出予算に
計上した主な事業及び事業費

事業費

22．118

　事業名
橋梨河川整備

事業費

672．114

195．296土地区画整理181，082

103，166都市計画街路242，205

　事　業　名
仙南地域広域行政事務紐合

負　　担　　金
一市二町組合負担金
補助金・出資金

特別会計繰出金

338．477東中学校建設15．265農村総合整備モデル

478．847『日復害災46，770農業施設整備

20，000デイ・サービス建設補助25．819林造行市

43．536新林業構造改善73．867査調籍地

271，942備整道市98．493水田利用再編対策

35，850小中学校補修・工事277．092策対水渇

160，340白石川緑地44．480農村地域整備開発促進
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聲羅餅1・、璽猟
▲「この木いい枝ぶりね…」
　サツキ展（6月13・14日市民会館）

醐

1』騨総　職

　ぼザ　　、＿
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、
ぜ ～’

　
　
飢
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善
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。

　
　
多
騒
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－
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識
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態
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』
亡
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．
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』

一」
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琳

柚
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写
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簸
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、
辱
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イ
月
　
　
ぎ
轄
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，
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叉
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．
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烈
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裂
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ぐ
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ノ
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－
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．
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一
㌧
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皿
一

▲自石刈田地区中学校陸上競技
　　　（5月28日　白中）

強
，

x
㌧
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目
順
、
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g
、
．
．
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ム
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塾
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．
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、
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緊

塾
掌
〆

　
　
婁
漁
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．
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．
堕
■

「1　　　　　　　認』．湘■
▲斎川小学校整備費の一部として、斎川地区蔵王トン
　ネル渇水対策委員会より寄附（6月6日）
　　　～熟競肥！」』！∴ご一∴r’・1冥二1

　　　　　　　　鰯’回皇臼奏8．｝削4選手擢夫余
　　　　　　　　　むやメびぎくマて

　　　註鳳振ヤ
　　　ll■』亀畠～』一鑑．

▲きもの着付選手権大会
　　（6月7日　加入者ホーム）

　　　　　　　　　¶
　　　　　　　　凋　　　　　｝■㍗で　　　、一一．、Ψ一
　βゆ曳レ＿一丁

大鷹沢小）

　
　
　
¶
’
ン

、
、
韓

　
　
　
　
契

『
、
響
サ

▲「いつまでも長生きして下さい。……」
　大平地区敬老会（6月7日大平公民館）

6

ぼ
く
ら
の
ま
ち
の
会
社
訪
問
⑲

珈
㈱
ト
ー
キ
ン
自
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
白
石
市
旭
町
七
丁
目
一
ノ
一

　
新
幹
線
「
臼
石
蔵
王
駅
」
の
東
側

夏
は
緑
色
、
秋
は
黄
金
色
の
田
ん
ぼ

に
囲
ま
れ
た
白
い
建
屋
、
こ
れ
が
「
ト

ー
キ
ン
白
石
」
で
す
。
テ
レ
ホ
ン
カ

ー
ド
を
は
じ
め
、
種
々
の
電
子
部
品

を
国
内
は
も
と
よ
り
、
世
界
各
地
に

送
り
出
す
ハ
イ
テ
ク
工
場
で
す
。

　
昭
和
60
年
4
月
操
業
を
開
始
し
、

テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
の
ほ
か
、
フ
ェ
ラ

イ
ト
コ
ア
、
ノ
イ
ズ
フ
ィ
ル
タ
ー
、

発
音
体
、
コ
ン
デ
ン
サ
ー
、
マ
グ
ネ

ッ
ト
組
立
品
、
磁
気
ヘ
ッ
ド
な
ど
現

代
文
明
の
進
歩
に
欠
か
せ
な
い
磁
性

材
料
や
部
品
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
ぎ

轟

一
一
’

　　　　　ニニ．．＿ンー

一

工
場
内
に
は
、
光
L
A
N
に
よ
る
情

報
処
理
シ
ス
テ
ム
を
は
じ
め
、
F
A

設
備
を
導
入
し
、
ま
す
ま
す
多
様
化
、
‘

高
精
度
化
し
て
い
く
市
場
二
i
ズ
に

応
え
る
た
め
の
体
制
づ
く
り
を
進
め
「

さ
ら
に
良
い
製
品
を
送
り
だ
す
よ
う

努
力
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
従
業
員
は
男
子
三
百
人
・
女
子
二

百
人
「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
大
切
に
し
・

礼
儀
正
し
く
行
動
し
ま
す
が
モ
ツ
ト

ー
で
す
」
と
語
る
矢
崎
社
長
。

毎
年
11
月
に
は
創
立
記
念
行
事
と
し
い

て
、
全
従
業
員
参
加
の
「
ス
ポ
ー
ツ

大
会
」
や
「
カ
ラ
オ
ケ
大
会
」
を
行
つ

て
い
ま
す
。
特
に
カ
ラ
オ
ケ
大
会
は

人
気
が
あ
り
、
各
職
場
で
出
場
者
の
、

予
選
を
行
う
ほ
ど
で
す
。

　
仕
事
の
効
率
化
の
た
め
改
善
提
案

制
度
を
と
り
入
れ
、
月
に
二
、
二
8
件
｝

程
の
提
案
が
あ
る
そ
う
で
す
。
こ
れ
．

も
社
員
が
真
剣
に
、
積
極
的
に
、
常
p

に
考
え
な
が
ら
仕
事
に
取
り
組
ん
で

い
る
か
ら
で
し
よ
う
。
61
年
度
の
改

善
提
案
数
ベ
ス
ト
ワ
ン
は
「
四
6
件
」

会
社
の
「
五
誓
精
神
」
が
社
員
一
人

ひ
と
り
に
生
き
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
浩
宮
殿
下
が
御
視
察
さ
れ
、
”

海
外
の
見
学
者
も
多
い
そ
う
で
す
。

、
…
　
市
　
　
長

．
5
月
2
1
日
㈲
・
2
2
日
㈹

　
　
　
　
登
別
市
表
敬
訪
問

　
4
月
の
地
方
統
一
選
で
、
中
浜
市
長

．
が
三
選
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
つ
て

、
助
役
と
共
に
登
別
市
を
訪
問
し
た
。

『
既
設
の
道
央
高
速
道
、
登
別
1
・
C

『
に
続
き
登
別
室
蘭
1
・
C
が
供
用
開

始
と
な
り
、
市
内
に
二
つ
の
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
が
で
き
た
。

・
ま
た
、
幌
別
と
登
別
温
泉
を
最
短
距

離
で
結
ぶ
道
路
の
新
登
別
大
橋
が
峻

、
工
す
る
な
ど
す
ば
ら
し
い
進
展
を

～
み
せ
て
い
る
。

　
特
に
観
光
面
で
は
大
湯
沼
周
辺
の

‘
整
備
、
雇
用
促
進
事
業
に
よ
る
「

・
カ
ル
ル
ス
・
サ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
・
王

　
　
　
　
　
　
　
贈

　
　
　
　
　
　
旗

　
　
　
　
　
　
　
団

　
　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
　
　
共

　
　
　
　
　
　
　
と

　
　
　
　
　
　
　
鞭

　
　
　
　
　
　
　
抄
ち
な
が
ら
地
域
振
興
に
努
め
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
竹
田
市
は
、
六
百
年
の
歴
史
を

　
　
　
　
　
　
　
ポ

　
　
　
　
　
　
　
ス
持
つ
、
史
跡
岡
城
が
あ
り
、
江
戸
時

　
　
　
　
　
　
　
球
代
の
画
家
田
能
村
竹
田
、
日
露
戦
争

　
　
　
　
　
　
　
野

　
　
　
　
　
　
　
滝
の
ヒ
ー
ロ
ー
広
瀬
中
佐
、
荒
城
の
月

　
　
冒
裏
八
緩
の
作
曲
家
瀧
廉
太
郎
、
彫
刻
家
朝
倉

直
』
騒
■
■
　
　
文
夫
等
が
輩
出
し
た
文
化
の
香
り
高

コ
ヨ
　
　
　
　
　
キ
　
　
　
　
　
こ
　
チ
　
も
コ
コ

日
　
誌
　
㎜

ン
ド
」
の
完
成
、
第
一
瀧
本
館
の
大

浴
場
新
設
な
ど
、
登
別
イ
ン
タ
ー
供

用
開
始
を
受
け
て
、
官
民
一
体
と
な

つ
て
活
性
化
に
取
り
組
む
姿
勢
は
、

絶
賛
に
値
す
る
も
の
が
あ
る
。

　
た
だ
、
鉄
の
城
下
町
室
蘭
の
沈
滞

が
、
登
別
市
発
展
の
足
を
引
っ
ぱ
っ

て
い
る
面
も
あ
る
よ
う
だ
。
懇
談
中

中
浜
市
長
は
白
石
市
の
企
業
誘
致
の

成
功
を
高
く
評
価
し
て
お
ら
れ
た
。

姉
妹
都
市
同
士
、
互
い
に
切
磋
琢
磨

し
て
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

26

日
図
・
2
7
日
㈱
　
東
北
市
長
会

6
月
1
0
日
困
　
通
産
省
で
の
座
談
会

　
通
産
省
立
地
公
害
局
の
緒
方
審
議

官
を
囲
ん
で
地
域
振
興
の
座
談
会
が

催
さ
れ
た
。
佐
賀
県
唐
津
市
長
・
大

分
県
竹
田
市
長
・
白
石
市
長
が
メ
ン

、

バ
ー
で
あ
る
。
白
石
は
企
業
誘
致
に

熱
心
で
成
果
を
収
め
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
選
ば
れ
た
ら
し
い
。

　
各
市
と
も
そ
れ
ぞ
れ
の
悩
み
を
も

い
奥
豊
後
の
中
核
都
市
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

し
か
し
、
合
併
時
三
万
五
千
人
の
人
｛

口
が
現
在
二
万
二
干
人
台
で
、
A
．
も
｝

入
口
が
減
り
続
け
て
い
る
と
い
う
。
皿

日
本
一
と
い
わ
れ
る
カ
ボ
ス
の
生
産
｝

や
岡
城
を
中
心
と
し
た
観
光
開
発
に
’

正
に
市
の
命
運
を
か
け
て
、
地
域
振
畑

興
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
後
藤
市
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恥

長
の
苦
悩
は
大
き
い
。
　
　
　
　
　
踏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
唐
津
市
は
人
口
七
万
八
千
余
、
商
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

業
売
上
高
三
千
億
と
い
う
商
業
都
市
い

で
あ
る
。
福
岡
市
の
地
下
鉄
が
、
唐
一

津
市
ま
で
延
伸
し
、
福
岡
市
の
ベ
ッ
賦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副

ド
タ
ウ
ン
と
し
て
　
ロ
が
　
え
つ
つ
い

あ
る
．
し
か
し
、
購
買
客
の
福
岡
匝

へ
の
流
出
と
新
し
い
住
民
の
顔
が
全
“

て
福
岡
市
を
向
い
て
い
る
の
が
最
去

の
悩
み
の
よ
う
で
あ
る
。
野
副
市
長
｛

は
唐
津
市
は
今
や
、
佐
賀
県
唐
津
市
皿

で
な
く
て
、
福
岡
市
唐
津
区
で
す
よ
皿

と
　
　
ま
じ
り
に
　
う
の

国
全
体
と
し
て
は
、
資
本
、
労
働

技
術
、
情
報
等
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
一

首
都
圏
に
集
中
し
て
い
る
が
、
県
を
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

と
り
あ
げ
れ
ば
、
同
じ
よ
う
に
あ
ら
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

ゆ
る
も
の
が
県
都
に
集
中
す
る
傾
向
『

に
あ
る
。
そ
の
中
で
地
方
中
小
都
市
｝

の
歩
む
道
は
、
ま
こ
と
に
険
し
い
。
一

　
七
難
を
乗
り
越
え
て
、
た
だ
適
進
｝

す
る
の
み
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飛

12

日
働
　
白
石
市
総
合
防
災
訓
練

怖
日
㈲
第
二
百
二
十
六
回

　
　
　
　
白
石
市
議
会
定
例
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
、
」

7



春
の
叙
勲
・
晴
れ
の
受
章

　
去
る
四
月
二
十
九
日
、
春
の
叙
勲
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

白
石
市
か
ら
は
、
四
竈
令
光
さ
ん
と
遠
藤
辰
雄
さ
ん
が
受
章

し
ま
し
た
。
両
氏
の
こ
の
晴
れ
の
受
章
を
讃
え
心
か
ら
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
。

勲
五
等
双
光
旭
日
章

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
四
竈
　
令
光
さ
ん
（
七
〇
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
　
▼
白
石
市
小
原
字
湯
元
十
四

　
　
　
ノ
レ
訪
昭
和
七
年
通
信
事
務
員
－
な
－

、
、
愛
醸
，
－
塞
犠
諫
灘
難
錆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
め
ま
し
た
ま
た
昭
和
五
＋
年
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竈
業
務
推
進
連
絡
会
長
を
務
め
、
磯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
事
業
の
推
進
の
功
績
に
よ
り
受
章

勲
六
等
単
光
旭
日
章

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歳
遠
藤
辰
雄
さ
ん
（
六
＋
八
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ω
U
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
▼
白
石
市
大
平
森
合
字
内
田
前
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
辺
　
　
、
氏
昭
和
＋
三
年
七
月
か
ら
昨
年
四
月

一
、
鴫
．
篭
　
盒
，
雄
退
団
す
る
ま
で
の
四
＋
八
年
間
に
わ

　
　
　
〆
　
　
　
、
辰
た
り
、
消
防
業
務
に
精
励
し
、
消
防

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
任
務
の
遂
行
に
尽
力
し
た
功
績
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
っ
て
受
章
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠

国
民
年
金
保
険
料
は

　
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

　
国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
の

皆
さ
ん
、
毎
月
の
保
険
料
を
納
め
て

い
ら
つ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

　
将
来
、
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は

保
険
料
を
納
め
て
い
る
こ
と
が
条
件

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
期
限
ま
で

に
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

　
保
険
料
を
納
め
る
方
法
に
は
、
い

ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

◎
納
付
通
知
書
に
よ
り
自
分
で
直
接

　
納
め
る
。

◎
預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落

　
と
さ
れ
る
口
座
振
替
制
度
を
利
用

　
す
る
。

◎
地
区
の
納
付
組
合
に
加
入
し
、
集

　
金
し
て
も
ら
う
。

　
毎
月
の
こ
と
で
す
か
ら
、
面
倒
に

な
っ
た
り
、
つ
い
う
っ
か
り
忘
れ
て

し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
納

め
忘
れ
の
な
い
よ
う
な
方
法
を
選
ぶ

こ
と
が
大
切
で
す
。

死
亡
届
け
は

　
　
　
す
み
や
か
に
！

　
国
民
年
金
を
受
け
て
い
る
人
が
死

亡
し
た
場
合
、
遺
族
は
1
4
日
以
内
に

年
金
証
書
を
添
え
て
「
死
亡
届
」
を

提
出
し
て
く
だ
き
い
。

　
詳
し
く
は
、
市
民
課
国
民
年
金
係

魯
二
五
⊥
二
一
一
（
内
線
一
三
六
）
へ
。

自
石
郵
便
局
新
局
舎
完
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
月
6
目
よ
り
業
務
開
始

　
　
白
石
の
逓
信
発
祥
の
地
と
さ
れ
る
短
ケ
町
の
現
局
舎
が
、
業
務
量
の
増

　
大
に
伴
な
い
狭
く
な
っ
た
た
め
、
城
北
町
に
局
舎
を
新
築
い
た
し
ま
し
た
。

　
新
局
舎
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ニ
階
建
、
床
面
積
は
二
、
七
四
〇
平

　方メー

ト
ル
と
旧
郵
便
局
の
約
二
倍
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム
も
あ
り

　
ま
す
。

★
開
局
セ
レ
モ
ニ
ー
　
　
　
　
　
　
★
市
内
幼
稚
園
・
保
育
園
児
の

　
七
月
六
日
㈲
午
前
九
時
　
　
　
　
　
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
の
似
顔
絵
展

　
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
・
く
す
玉
割
り
・
　
七
月
十
六
日
～
七
月
二
十
五
日

　
鷹
巣
か
ぐ
ら
・
業
務
開
始
　
　
　
　
詳
し
く
は
費
二
五
ー
二
七
四
二

★
市
内
小
学
生
の
絵
付
け
こ
け
し
展
白
石
郵
便
局
（
白
石
市
城
北
町
1
の
2
5
）

七
月
六
日
～
七
月
十
五
日
　
　
　
　
庶
務
会
計
課
へ
。

、
鱗

嚢』
竃

～
醜

～
笥

　
㌃
レ

　
暫

　
　
・
呼

　
ヤ
　
の

慕
／
ダ
ー

／
瀦

8

　
布
立
東
中
学
校
校
歌

　
　
　
歌
詞
募
集
に
つ
い
て

　
大
鷹
沢
中
学
校
区
と
自
石
中
学
校

区
の
一
部
を
合
併
し
た
新
し
い
白
石

市
立
東
中
学
校
は
、
昭
和
六
十
三
年

四
月
開
校
を
目
標
に
校
舎
等
の
建
築

を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
既
に
校
章

は
公
募
に
よ
り
採
用
決
定
し
て
い
ま

す
。今

回
、
校
歌
の
歌
詞
を
公
募
い
た
し

ま
す
の
で
次
に
よ
り
応
募
願
い
ま
す

①
新
し
い
中
学
校
に
ふ
さ
わ
し
い
内

　
容
の
も
の

②
歌
詞
は
⇒
番
か
ら
三
番
以
内
の
も
の

0
行
進
曲
と
し
て
も
可
能
な
も
の

　
入
選
作
品
の
版
権
は
白
石
市
教
育

委
員
会
に
帰
属
し
ま
す
。
入
選
者
に

は
薄
謝
を
呈
し
ま
す
。

▼
応
募
期
隈

　
昭
和
六
十
二
年
九
月
三
十
日
ま
で

▼
提
出
先
　
白
石
市
教
育
委
員
会

　
総
務
係
　
費
二
五
－
二
一
一
一

　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
ロ

》
憾
．
嵐
、
．
£
．

山
鶴
麟

　
　
　
ぎ
｝
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
一
ド
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一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丁

ご
用
心
〃
“

　
　
海
外
商
晶
市
場
の
先
物
取
引
で

　
　
　
　
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す

　香

港
、
シ
カ
ゴ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

ロ
ン
ド
ン
な
ど
の
市
場
を
舞
台
に
し

た
大
豆
、
砂
糖
、
金
、
銀
等
の
先
物
取
引

に
よ
る
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

◎
「
絶
対
に
儲
か
り
ま
す
」
　
「
枠
が

　
残
り
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今

　
が
チ
ャ
ン
ス
で
す
」
な
ど
と
い
わ

　
れ
て
、
取
引
の
中
身
も
よ
く
わ
か

　
ら
な
い
ま
ま
に
取
引
に
参
加
し
て

　
被
害
を
受
け
る
人
が
多
く
見
ら
れ

　
ま
す
海
外
市
場
に
沿
け
る
先
物
取

　
引
に
関
す
る
知
識
の
な
い
方
は
、

　
取
引
に
参
加
し
な
い
こ
と
が
賢
明

　
で
す
。
甘
い
勧
誘
に
は
、
気
を
つ

　
け
ま
し
ょ
・
フ
。

◎
国
内
の
取
引
所
で
の
取
引
を
受
託

　
す
る
業
者
（
商
品
取
引
員
）
は
許

　
　
　
ヨ

　
　
目

　
　
の

　
　
全

　
　
安
ま
せ
ん
．

　
　
民

　
　
　
　
み
で
す
。

ワ月細は
　　　「国

可
制
に
よ
り
行
政
庁
の
監
督
の
も
と

に
営
業
し
て
い
ま
す
が
、
海
外
取
引

業
者
に
は
許
可
制
、
認
可
制
登
録
制

は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
か
に
も
許
可
等

を
受
け
て
営
業
し
て
い
る
か
の
よ
う

に
し
て
観
誘
す
る
悪
質
な
業
者
が
い

ま
す
か
ら
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

「
や
め
た
い
の
に
や
め
さ
せ
て
く
れ

な
い
」
　
「
お
金
を
返
し
て
く
れ
な
い

」
な
ど
、
海
外
商
品
市
場
の
先
物
取

引
に
関
す
る
苦
情
、
相
談
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
農
政
局
、
通
商
産
業
局
の

消
費
者
相
談
室
雪
0
ニ
ニ
ー
二
六
一
二
－

［
一
二
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
相
談
室

a
二
五
－
二
二
『
（
内
線
｝
三
八
）

　
わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
最
も
安
全

で
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
場
所
－
家

庭
内
で
も
不
慮
の
事
故
が
後
を
絶
ち

　
　
　
こ
れ
ら
の
事
故
の
原
因
は

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
や
気
の
ゆ
る

　
　
　
　
「
国
民
安
全
の
日
」
は
、

わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
生
活

の
あ
ら
ゆ
る
面
で
、
施
設
や
自
ら
の

行
動
の
安
全
に
つ
い
て
、
い
ま
一
度

よ
く
考
え
よ
う
と
い
う
日
で
す
。

「
み
そ
汁
塩
分
濃
度
調
査
」

　
結
果
ま
と
ま
る

仙
南
保
健
所
の
管
轄
区
域
内
の
み
▼
自
家
製
み
そ
よ
り
も
、

そ
汁
調
査
を
昭
和
60
年
か
ら
続
け
て

い
た
管
内
市
町
保
健
所
栄
養
士
研
究

会
で
は
、
そ
の
調
査
結
果
を
ま
と
め

「
S
61
私
達
の
ま
ち
の

　
　
み
そ
汁
塩
分
濃
度
調
査
」
を
発

表
し
ま
し
た
。
こ
の
研
究
は
、
地
域

住
民
の
み
そ
汁
塩
分
濃
度
の
実
態
を

調
査
し
、
成
人
病
予
防
の
た
め
の
減

塩
指
導
の
指
標
を
得
る
た
め
に
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。

　
《
結
果
と
考
察
か
ら
》

▼
み
そ
汁
の
実
は
、
2
種
類
入
れ
る

家
庭
が
多
く
、
実
の
数
が
増
え
る
程

味
が
柔
ら
げ
ら
れ
塩
分
濃
度
が
高
く

な
る
傾
向
が
あ
り
、
お
か
ず
と
し
て

の
要
素
が
強
ま
る
。

　
　
プ

　
　
ツ
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

　
　
マ
　
　
　
　
　
　
㌃

みそ汁の

　　塩分濃度

　
　
　
　
　
　
　
　
市
販
み
そ

　
を
使
用
し
た
み
そ
汁
の
方
が
塩
分

　
濃
度
が
高
い
。

▼
年
齢
の
高
い
人
の
つ
く
っ
た
み
そ

　
汁
の
方
が
、
塩
分
濃
度
の
高
ま
る

　
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

　
ま
た
地
域
や
世
帯
に
よ
っ
て
塩
分

濃
度
に
差
が
あ
り
、
今
後
各
家
庭
ご

と
の
減
塩
食
運
動
が
必
要
で
す
。

〔
参
　
考
〕

　
汁
物
の
お
い
し
く
感
じ
る
塩
分
濃

度
は
07
～
1
％
で
す
。
　
（
汁
椀
一
杯

1
9
～
5
9
の
塩
）

　詳しく

は
、
保
健
衛
生
課
保
健
指
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係
費
二
五
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一
二
一
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内
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“
白
石
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

こ
　
七
月
十
九
日
で
任
期
満
了
と
な
る
農
業
委
員
会
の
委
員
の
選
挙
が
七
月
五

＝
日
に
告
示
さ
れ
ま
す
。
白
石
市
の
農
業
を
担
う
大
切
な
選
挙
で
す
。
み
ん
な

㎜一

一二
で
き
れ
い
な
選
挙
を
行
い
、
大
切
な
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

＝
▼
選
挙
権

＝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
次
の
三
つ
の
要
件
を
す
！
て
具
え

＝篇
て
い
る
人
で
、
一
一
一
月
一
．
一
十
一
日
確
定

＝
の
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
に

＝
登
録
さ
れ
て
い
る
人
に
与
え
ら
れ
ま

＝＝
す
。

　　　　　　　　＝　　　　　　　二　　　　　　＝　　　　＝　　　＝　　ニ　＝、；

①
農
業
委
員
会
の
区
域
内
（
白
石

市
）
に
住
所
を
有
す
る
人
。

②
満
二
十
歳
以
上
の
人
。
　
（
昭
和

四
十
二
年
四
月
　
日
以
前
に
出
生

の
人
）

③
農
地
面
積
十
ア
ー
ル
以
上
耕
作

　
の
業
務
を
営
む
人
。
ま
た
は
、
・
て

　
の
同
居
の
親
族
、
配
偶
者
で
あ
っ
て

　
お
お
む
ね
年
間
六
〇
日
以
上
耕
作

　
に
従
事
し
て
い
る
人
。

▼
投
票
所

　
白
石
地
区
は
、
　
「
臼
石
市
民
体
育

館
」
に
な
り
ま
す
。
そ
の
他
の
地
区

は
、
前
回
の
市
議
会
議
員
選
挙
と
同

様
の
投
票
所
で
す
。
投
票
日
時
は
、
七

月
十
二
日
午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
繰

り
上
げ
投
票
所
も
前
回
同
様
で
す
。

ー
ー
I
l
l
I
I
l
l
I
I
l
譲

▼
選
挙
す
べ
き
委
員
の
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

　
今
回
か
ら
、
定
数
条
例
の
改
正
に
＝

よ
り
＋
四
名
か
ら
＋
二
名
に
な
り
ま
一
』

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

▼
不
在
者
投
票
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
当
日
、
や
む
を
得
な
い
事
由
で
投
＝

票
所
へ
行
け
な
い
方
は
、
入
場
券
と
＝

印
鑑
を
持
参
の
う
え
不
在
者
投
票
を
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

行
っ
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

期
間
　
七
日
五
日
か
ら
七
月
十
一
日
＝

　
　
ま
で
（
午
前
八
時
、
6
分
か
ら
＝

　
　
午
後
五
時
ま
で
）
　
　
　
　
　
＝

場
所
　
自
石
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
；

　
　
務
局
（
白
石
市
健
康
セ
ン
タ
ー
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

　
　
内
V

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

▼
入
場
券
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

　
郵
便
に
て
配
布
し
ま
す
。
　
　
　
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

▼
選
挙
会
（
開
票
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

　
七
月
十
二
日
午
後
七
時
、
6
分
か
一
』

ら
臼
石
市
民
体
育
館
で
行
い
ま
す
＝
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口
“
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日
目
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口
・
H
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“
p
“
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鎚
目
H
”
“
日
防
阿
U
H
n
口
H
H
、
H
“
H
日
H
“
U
“
”
患

デ
イ
．
サ
壱
ス
セ
ン
タ
ー
や
　

利
用
料

　
　
　
　
　
　
　
　
ご
利
用
案
内
に
つ
も
て
　
　
一
△
回
に
つ
き
吾
円

　
在
宅
福
祉
の
強
化
を
図
る
た
め
、

特
別
養
護
老
入
ホ
ー
ム
八
宮
荘
に
併

設
し
て
、
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
（
吹
上
荘
）
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
こ
の
吹
上
荘
は
、
体
の
弱
い
お
年

寄
り
を
対
象
に
、
週
一
回
通
所
で
入

浴
、
給
食
、
生
活
指
導
、
日
常
動
作

訓
練
等
を
行
い
、
お
年
寄
り
自
身
が

意
欲
を
お
こ
し
、
心
身
両
面
に
わ
た

る
効
果
が
家
庭
生
活
に
反
映
さ
れ
、

生
活
に
う
る
お
い
を
も
た
せ
る
と
と

も
に
、
家
庭
の
ご
労
苦
の
軽
減
を
図

る
た
め
設
置
し
た
も
の
で
す
。

　
利
用
で
き
る
方

　
白
石
市
内
に
居
住
す
る
お
お
む
ね

六
十
五
歳
以
上
の
方
で
、
体
が
弱
い
た

め
日
常
生
活
に
不
自
由
な
方
、
お
よ
び

市
長
が
特
に
必
要
と
認
め
る
方
で
す
。

　
利
用
時
問

　
日
曜
・
祝
日
を
除
き
、
午
前
九
時

か
ら
午
後
四
時
ま
で
。
た
だ
し
土
曜

日
は
正
午
ま
で
で
す
。
　
略

防
ご
う
〃
“

　
　
子
ど
も
の
水
難
事
故

　
　
　
事
故
の
六
割
が
夏
に
発
生

　
夏
に
な
る
と
、
海
や
川
に
行
く
機

会
が
増
え
、
そ
れ
に
と
も
な
い
痛
ま

し
い
子
ど
も
の
水
難
事
故
も
増
え
ま

す
。
特
に
夏
休
み
の
期
間
は
、
毎
年

子
ど
も
の
水
の
事
故
が
目
立
ち
ま
丸

昨
年
一
年
闇
で
”
水
の
犠
牲
・
に
な

っ
た
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
は
、
四

百
六
十
九
人
。
こ
の
う
ち
六
月
か
ら

八
月
ま
で
㊤
．
易
月
間
に
、
全
体
の

六
割
近
い
二
百
六
十
七
人
が
生
命
を

落
し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
を
水
の
事
故
か
ら
守
る
た

め
に
、
わ
た
し
た
ち
大
人
は
ど
ん
な

点
に
注
意
し
た
ら
い
い
の
か
本

格
的
な
夏
を
前
に
、
も
う
一
度
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

穆

・｝’し！’㌔．

、ゼう
　　　‘し
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た
だ
し
、
趣
味
活
動
な
ど
の
材
料

代
は
実
費
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
利
用
の
手
続
き

①
申
込
み
場
所

　
臼
石
市
社
会
福
祉
事
務
所
福
祉
係

（
②
提
出
書
類

　
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
利
用
申
請
書
及

　
び
健
康
診
断
書
等
。

※
詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
事
務
所
福

祉
係
智
二
五
－
二
一
一
一
（
内
線
一

五
六
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
の
水
泳
や

　
　
水
遊
び
に
は

必
ず
大
人
が
同
伴
し
よ
う

家
の
近
く
の
危
険
な

　
場
所
を
再
点
検
し
ょ
う

　
自
宅
付
近
の
河
川
や
用
水
路
、
溜

池
な
ど
を
再
点
検
し
、
安
全
策
の
と

ら
れ
て
い
な
い
所
に
は
、
管
理
者
に

申
し
入
れ
て
、
ふ
た
や
柵
を
設
け
た

り
、
危
険
を
知
ら
せ
る
立
て
札
を
立

て
て
も
ら
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
危
険
な
場
所
で
遊
ん
で
い
る
子
ど

も
を
見
か
け
た
ら
、
危
険
な
場
所
で

遊
ば
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

雨
降
り
後
は
持
に
注
意
を

　
子
ど
も
の
水
難
事
故
の
六
割
以
上

が
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
出
か
け
た

際
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の

水
泳
や
水
遊
び
に
は
、
必
ら
ず
保
護

者
か
、
信
頼
で
き
る
大
人
が
同
伴
す

る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
雨
が
降
っ
た
後
は
、
川
や
用
水
路

の
水
か
さ
が
増
す
ば
か
り
で
な
く
、

水
の
流
れ
も
速
く
な
り
、
土
手
な
ど

も
す
べ
り
易
く
な
る
の
で
た
い
へ
ん

危
険
で
す
。
子
ど
も
が
近
づ
か
な
い

よ
う
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

◎
が
翻
②
鴎

牛
乳
入
り
大
豆
寒
天

濱さん（越河

※
身
近
か
に
あ
る
材
料
で
手
軽
に
で

占
、
」
る
栄
養
豊
富
な
万
人
向
き
の
寒
天

で
す
。

　
特
に
歯
の
弱
い
お
年
寄
り
や
、
子

供
の
お
や
つ
と
し
て
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
冷
や
し
て
食
べ
れ
ば
、
暑
い

夏
に
は
最
高
で
す
。

　
豆
は
ゆ
で
て
あ
た
た
か
い
う
ち
に

、
ミ
キ
サ
ー
に
か
け
る
こ
と
、
令
た
く

な
る
と
つ
ぶ
つ
ぶ
に
な
っ
て
き
れ
い

に
で
き
あ
が
り
ま
せ
ん
。

山田

　
【
材
料
】
　
（
四
人
分
）

　
青
豆
（
水
に
ひ
た
し
た
も
の
）
ー

カ
ッ
プ
、
牛
乳
珈
㏄
、
寒
天
－
本
、

水
枷
㏄
、
砂
糖
大
さ
じ
4
、
塩
少
量
、

ピ
ー
ナ
ツ
粉
大
さ
じ
4
。

【
作
り
方
】

①
一
晩
水
に
ひ
た
し
た
豆
を
や
わ
ら

　
か
く
ゆ
で
、
あ
た
た
か
い
う
ち
に

　
人
肌
に
あ
た
た
め
た
牛
乳
を
ま
ぜ
、

　
ミ
キ
サ
ー
に
か
け
る
。

②
寒
天
を
た
っ
ぷ
り
の
水
に
ひ
た
し

　
固
く
し
ぼ
っ
て
小
さ
く
ち
ぎ
り
、

　
分
量
の
水
で
煮
と
か
す
。

③
①
、
②
、
砂
糖
、
塩
を
よ
く
ま
ぜ

　
合
わ
せ
流
し
箱
に
流
し
て
固
め
る
。

④
い
く
ら
か
固
ま
り
始
ま
っ
た
頃
、

　
ピ
ー
ナ
ツ
粉
を
ふ
り
か
け
で
き
あ

　
が
り
。

＜ご存知ですか？＞　便　秘＊＊糠
映便は健康のバロメーター。便秘はニキビ、吹出物、肌荒れ、肩凝り

頭痛、痔を招き、高血圧症や心臓病に悪影響を与えます。

圏
鷹

，、注、

r一 　’　 一　丁　 冒「 　　　
’

冒一

摂一ゴ苧濯　　憎一　 ぐ　　　　　　　　　　婚岬

R臨嚇・工　tア置唖ピ誘燃．“♪’』勘滝■1虚働，夢
1爵曳貴ざ・一繍～＝・丁噺蝸．

1’』・■　き　 卸 r

こんなことに気を
　付けましょう。

＊

＊　便秘症の食事注意
　1繊維の多い海草・きのこ・豆・いも・野菜・果物を十分に。
　2朝の冷たい牛乳は即効薬。水・野菜ジュース・果汁・乳酸菌飲料も。
　3植物油や、ごまを使った、天ぷら・野菜妙め・サラダ・ごま和えを。
、4白いご飯や、砂糖の多い菓子の食べすぎは便秘の敵。ビタミンB1の
　多い強化米、強化麦、胚芽米などで対応しましょう。
　5食後には果物。りんごは便秘、下痢にも有効です。

　　　　　　　　　　　　　　（参考　日本栄養士会r健康増進のしおリ」隔7〕

調査日：昭和62年6月1日1月1日　白石市

　　備　　考

上昇品目：小麦粉
洗濯用合成洗剤

理髪料
下降品目：しょう
油、マーガリン、

牛乳、バター、テ

イツシユペーパー
灯油（配達料込み）

横ぱい品目：砂糖
サラダ油、食パン
ラニノプ、カレーラ

イス、ノぐ一マネン

ト料、灯油（店頭

価格1、レギュラー
ガソリン、軽油、

プロパンガス

消費生活モニター調査結果
対離月価格比

△2．2

2．9

△0．5

△0．4

△3．6

△2．2

4．5

1．0

△0．9

前月平均瀦

　　266円

　　263

　　337

　　204

　　146

　　185

　　222

　　380

　　135

　　222

1，339

　　460

1，550

5，416

　　897

　　919

　　128

　　　79

4．525

平　均値
　　　266円

　　　257

　　　337

　　　210

　　　146

　　　184

　　　221

　　　366

　　　132

　　　222

1，400

　　　460

1，566

5，416

　　　897

　　　910

　　　128

　　　　79

4，525

最　懸　殖

　　258円

　　250

　　290

　　178

　　145

　　148

　　198

　　358

　　　98

　　198

1，280

　　450

1，500

5，000

　　　850

　　　850

　　　124

　　　　75

4、320

最　高価

　　280円

　　260

　　370

　　230

　　159

　　208

　　250

　　390

　　150

　　248

1，495

　　500

1．700

5，800

　　950

　　950

　　130

　　　83

4．750

　　銘柄・規格
上　臼　糖　　　　1kg

上級濃ロポリ容器入り1召

ポリ容器入り　　　　700g

薄　力　粉　　　　1kg

並　　　食　　　　1袋

ソフトカルトン入り　225g

紙容器入り　　　1，000cc

カルトン入り　　　2259

400枚（200組）紙箱入り

鰐蟹イヒ登甥腸r巻）

綿、化繊用、粒状
無リン、紙箱入り　　41kg

並　　　食　　　　一皿

小学生調髪

コールド（ショート）

182　（店頭価格）

1麗　（配達料込み）

12　　　　現　金

12　　　　現　金
10㎡（気体）

　品　 名

1．砂　　糖

2．しょう油

3．サラダ油

4．小麦粉
5．食パ　ン

6．マーガリン
7。牛　　乳

8，バ　タ　ー
9．ティッシュペーパー

10．ラ　ッ　プ

11．洗濯用合成洗剤

12．カレーライス

13．理髪料
14．パーマネント料

油15．灯

16，　レギュラーガソリン

17．軽　　　油

18．プロパンガス

11
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目

臼

賜

歌
集
『
風
の
丘
』
を
出
版

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
橋
孝
子
さ
ん
（
5
4
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼
白
石
市
延
命
寺
北
十
三
の
十
一

　
白
石
川
の
ほ
と
り
の
家
か
ら
、
川
の
向
こ
う
に
見
え
る
丘
の

風
景
を
詠
ん
だ

「
風
の
吹
く
形
の
ま
ま
に
静
も
り
て

　
　
丘
の
ポ
プ
ラ
の
夕
暮
る
る
さ
ま
」

か
ら
歌
集
名
を
『
風
の
丘
』
に
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
本
格
的
に
「
短
歌
」
の
道
に
入
っ
た
の
は
、
昭
和
三
十
二
年
、

こ
れ
ま
で
に
数
多
く
の
短
歌
を
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
歌
集
『
風
の
丘
』
に
は
、

こ
れ
ま
で
に
詠
ま
れ
た
短
歌

か
ら
、
六
二
二
首
を
選
び
収

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
主
婦
と
し
て
の
狭
い
生
活

』
0

範
囲
の
中
で
、
そ
の
日
、
そ
の
時
の

思
い
を
綴
っ
て
き
た
歌
で
す
の
で
、

似
て
い
る
も
の
や
、
く
り
返
し
の
目

立
つ
作
品
も
あ
り
ま
す
が
、
夫
の
す

す
め
も
あ
り
、
銀
婚
の
一
つ
の
節
目

　
　
と
し
て
歌
集
を
出
し
ま
し
た
」

㌧
息国

「
こ
れ
ま
で
の
長
い
日
々
の
生

活
の
な
か
で
、
す
ぐ
れ
た
諸
先

輩
方
や
友
人
に
め
ぐ
り
会
え
た

の
も
短
歌
を
通
じ
て
の
こ
と
が

多
く
、
短
歌
は
常
に
私
と
共
に

あ
っ
て
、
生
活
の
重
要
な
一
部

分
を
占
め
て
ま
い
り
ま
し
た
」

練
さ
れ
た
短
歌
を
発
表
す
る
中
橋
さ

ん
に
、
短
歌
の
師
、
扇
畑
忠
雄
氏
は

本
著
の
出
版
に
よ
せ
て

「
子
を
育
て
喜
び
も
は
た
悲
し
み
も

　
　
交
々
に
泉
の
ご
と
き
歌
あ
り
」

と
序
歌
に
詠
ん
で
い
ま
す
。

『
風
の
丘
』
に
は
、
日
常
生
活
・
家

族
・
自
然
・
微
妙
な
心
理
の
変
化
を

的
確
に
と
ら
え
た
短
歌
な
ど
が
収
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
闘
病
生
活
の
苦
し
さ
や
、

葛
藤
す
る
心
理
の
あ
や
、
そ
し
て
子

ど
も
た
ち
へ
の
愛
情
な
ど
、
健
康
な

人
に
は
感
じ
と
れ
な
い
繊
細
な
感
覚

に
よ
っ
て
詠
ま
れ
た
短
歌
は
、
読
む

「
体
の
弱
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
も
無

事
成
長
し
、
社
会
人
の
仲
間
入
り
を

し
ま
し
た
し
、
前
々
か
ら
出
版
を
す

す
め
ら
れ
て
い
た
歌
集
も
、
先
生
や

友
人
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
し

て
出
版
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
ま
た
新
し
い
第
一
歩
を
踏

ま
だ
暗
中
模
索
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で

す
」　

今
回
出
版
さ
れ
た
『
風
の
丘
』
に

収
め
ら
れ
て
い
る
短
歌
は
、
こ
れ
ま

人
に
感
銘
を
与
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

み
出
す
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
が
、

と
静
か
に
話
さ
れ
る
中
橋
さ
ん
。
で
に
詠
ま
れ
た
二
千
首
以
上
の
う
ち

　
主
婦
と
し
て
家
事
を
行
い
、
　
の
一
部
、
今
後
も
作
歌
活
動
を
継
続

二
人
の
子
ど
も
を
育
て
な
が
ら
さ
れ
第
二
歌
集
、
第
三
歌
集
を
つ
く

作
歌
活
動
に
情
熱
を
傾
け
、
洗
　
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
三
春
城
主
・
田
村
清
顕
公
の
墓
か

ら
右
に
二
つ
目
が
、
田
村
男
猿
の
墓

で
あ
る
。
墓
誌
に
は
「
伊
達
政
宗
公

室
陽
徳
院
様
膝
下
養
育
サ
レ
シ
田
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
し
た
ね

男
猿
改
片
倉
三
右
衛
門
良
種
墓
、
片

倉
喜
多
子
様
苗
跡
相
続
ス
。
正
徳
二

年
三
月
九
日
九
十
九
歳
卒
去
」
と
刻

ま
れ
て
い
る
。
清
顕
公
の
跡
を
継
い

だ
宗
顕
公
の
第
二
子
で
、
仙
台
城
中

　
　
　
　
　
　
む
さ
る

に
養
育
さ
れ
、
「
男
猿
」
の
名
も
陽
徳

　
　
め
ニ
ひ
め

院
（
愛
姫
）
の
命

名
で
政
宗
公
も
わ

が
子
同
様
に
か
わ

い
が
っ
た
と
い
う
。

男
猿
は
幼
少
よ
り

頭
脳
、
胆
力
と
も

に
す
ぐ
れ
、
十
歳

に
し
て
剣
道
、
乗

馬
、
砲
術
に
い
た

・
る
武
芸
万
般
は
す

で
に
皆
伝
。
特
に

、
、
鉄
砲
は
百
発
百
中

p
疾
走
す
る
ケ
モ
ノ

郷土愛ア乙

」
を
苦
も
な
く
撃
ち
と
る
腕
前
で
、
さ

．
す
が
坂
上
田
村
麻
呂
の
後
喬
と
殿
中

［
の
話
題
を
さ
ら
っ
た
と
い
う
。

　
十
四
歳
で
元
服
、
片
倉
三
右
衛
門

．
と
改
名
し
白
石
に
帰
る
。
あ
る
秋
の

夜
、
白
石
城
か
ら
屋
敷
へ
の
帰
路
、

一
と
あ
る
稲
荷
社
の
祠
の
前
で
夜
目
に

・
も
あ
ざ
や
か
な
白
狐
が
玉
を
こ
ろ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ
う
り

・
し
て
遊
ん
で
い
る
の
を
み
て
草
履
を

昌
投
げ
つ
け
た
。
白
狐
は
驚
ろ
い
て
玉

を
捨
て
て
逃
げ
去
っ
た
。
玉
を
持
ち

帰
っ
た
そ
の
深
夜
、
男
猿
は
霊
夢
を

み
た
。
　
「
あ
の
玉
は
稲
荷
の
宝
物
だ
、

か
ら
返
し
て
も
ら
い
た
い
。
そ
の
お

礼
に
一
つ
だ
け
願
い
ご
と
を
か
な
え

て
や
る
」
と
の
お
告
げ
で
あ
っ
た
。

翌
日
の
夜
に
祠
に
い
く
と
臼
狐
が
待

っ
て
い
た
。
玉
を
返
し
、
　
『
ケ
モ
ノ
‘

よ
り
も
速
く
走
る
秘
伝
』
を
授
け
て

ほ
し
い
と
申
し
出
て
そ
の
秘
伝
を
授

　
　
　
　
　
　
　
か
っ
た
と
い
う
。

⑳

田村清顕墓のいわれ（2

こ
れ
を
見
た
男
猿
は
、

ち
で
七
頭
こ
と
ご
と
く
を
忠
宗
公
の

面
前
で
仕
留
め
た
と
い
う
。
公
は
そ
、

の
神
技
に
感
じ
褒
美
を
与
え
、
ま
さ
・

に
磐
司
磐
三
郎
（
日
光
派
・
マ
タ
ギ
，

の
祖
神
）
の
再
来
で
あ
る
。
今
後
は

男
猿
を
仙
台
マ
タ
ギ
の
開
祖
と
し
、

『
青
葉
流
』
を
唱
え
よ
と
仰
せ
ら
れ

た
と
い
う
。
ま
さ
に
青
葉
流
マ
タ
ギ

誕
生
の
一
瞬
で
あ
っ
た
。
　
（
中
橋
）

　
二
代
藩
主
忠
宗
・

公
の
巻
き
狩
り
の

と
き
、
男
猿
は
山

案
内
を
勤
め
て
い

た
が
、
こ
の
と
き

大
猪
七
頭
が
忠
宗
・

公
の
本
陣
に
向
っ
・

て
疾
走
し
て
き
た
。

並
居
る
マ
タ
ギ
達
、

十
数
人
が
鉄
砲
で
、

撃
っ
た
が
一
頭
も
一

倒
せ
な
い
。

　
　
手
練
の
早
撃
－

12

イ
ド
ル

わが家のア
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．
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1「＼。

」・野　泰嗣ちゃん1（福岡長袋

敏さん、美恵子さんの長男

ママからひとこと
‘‘男の子らしく

　たくましい子に育ってネ

市
民
文
芸

「
た
　
け
　
の
　
こ
」

　
　
　
　
　
佐
藤

美
喜
（
福
岡
小
2
年
）

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕
毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、
封
書
ま
た
は

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
市
総
務
課
総
務
係
（
白
石
市

大
手
町
一
番
一
号
）
へ
。
短
歌
・
俳
旬
の
併
記
は
不
可
。

　
　
歌
　
　
壇

春
の
種
播
か
ん
と
堀
れ
ば
休
ま
せ
し
土
は
黒
々
と
生

気
あ
ふ
る
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

沈
丁
花
ほ
の
か
に
香
る
路
地
裏
を
通
り
て
見
舞
う
夫

の
病
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
友
　
信
子

袖
通
す
こ
と
も
な
き
ま
ま
眺
め
つ
つ
遠
く
な
り
た
る

思
出
に
ひ
た
る
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
い
く

病
む
夫
を
し
の
び
つ
つ
朝
餉
と
る
吾
に
卓
の
こ
で
ま

り
し
ら
じ
ら
と
散
る
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

朝
夕
に
水
や
り
育
て
し
金
蓋
花
黄
も
鮮
や
か
に
父
の

忌
に
咲
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

減
反
の
厳
し
さ
忘
れ
ひ
た
す
ら
に
田
植
え
す
ま
せ
ば

こ
こ
ろ
満
ち
く
る
　
　
　
　
　
　
　
　
高
子
　
右
近

響
き
合
う
田
植
機
の
音
こ
だ
ま
し
て
路
傍
に
苔
む
す

馬
頭
観
音
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
野
　
美
沙

う
る
い
煮
る
匂
い
厨
に
み
ち
あ
ふ
れ
食
無
き
頃
を
し

み
じ
み
思
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
　
澄
子

さ
ん
さ
ん
と
陽
の
射
す
明
る
さ
心
地
よ
く
若
葉
の
匂

ひ
を
風
は
こ
び
来
る
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
と
く

畦
苅
り
に
小
鎌
砥
ぎ
し
も
切
れ
味
の
い
ま
一
つ
な
り

亡
夫
の
偲
ば
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

　
　
　
「
評
」
一
年
間
休
耕
さ
せ
た
畠
土
は
黒
々
と
し
て
生

　
　
　
気
が
あ
る
。
春
の
種
を
播
か
ん
と
耕
す
作
者
の
よ
ろ

　
　
　
こ
び
と
感
動
が
一
首
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。
二
首
目
、

　
　
　
入
院
中
の
夫
を
見
舞
う
と
日
々
、
通
う
路
地
裏
に
沈

　
　
　
丁
花
の
香
り
が
胸
に
沁
み
る
、
何
か
し
み
じ
み
と
し

　
　
　
た
も
の
が
一
首
に
流
れ
て
い
る
の
が
よ
い
。
三
首
目

　
　
　
　
袖
を
通
す
こ
と
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
着

　
　
　
物
を
眺
め
遠
く
過
ぎ
去
っ
た
日
の
思
出
に
ひ
た
る
女

　
　
　
の
心
。

　
　
　
四
首
目
・
五
首
目
も
真
実
味
の
あ
る
作
品
で
よ
く
推

　
　
　
考
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
川
股
兵
三
選

騨曹難轡俳

、
，
鞘

憲、、

鍵

論
寧
烹
、

　
　
　
　
　
　
発
窮

噺響噺壇

，
，
』

藷

春
耕
を
終
え
て
あ
り
た
る
八
枚
田
　
　
日
下
　
　
文

　
　
　
　
（
評
）
春
の
吟
行
が
孝
子
堂
周
辺
で
行
わ
れ
た
。
小

　
　
　
さ
な
八
枚
の
田
も
き
れ
い
に
春
耕
さ
れ
て
粉
り
、
詣

　
　
　
で
る
作
者
に
痴
噂
く
う
つ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

減
反
を
強
い
ら
れ
田
掻
力
な
く
　
　
　
高
橋
和
歌
子

　
　
　
（
評
）
今
年
も
ま
た
大
幅
な
稲
作
の
減
反
が
あ
り
、

　
　
　
し
ろ
か

　
　
　
代
掻
き
の
腕
に
も
力
が
入
ら
ぬ
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
は
は
し
の

ア
イ
リ
ス
の
花
紫
に
亡
母
偲
ぶ
　
　
　
高
子
た
藻
な

　
　
　
（
評
）
ア
イ
リ
ス
は
西
洋
種
の
あ
や
め
に
似
た
花
で

　
　
　
近
年
ど
こ
に
も
増
え
て
い
る
。
今
年
も
母
の
好
ん
だ

　
　
　
ア
イ
リ
ス
が
咲
き
、
母
を
偲
ぶ
こ
と
し
き
り
で
あ
る
。

母
の
日
に
初
孫
も
ま
た
祝
い
け
り
　
　
岡
崎
　
澄
子

昧
噌
汁
の
匂
ふ
く
り
や
に
初
音
き
く
　
石
沢
　
敏
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
し
ろ

シ
ー
ト
敷
き
酒
と
ダ
ン
ゴ
の
花
莚
　
　
佐
藤
　
善
夫

　
　
　
の
り
と

地
鎮
祭
祝
詞
は
み
ど
り
の
風
に
の
り
　
草
野
　
美
沙

蛙
な
く
雨
の
く
る
日
を
心
ま
ち
　
　
　
近
内
　
キ
ヨ

若
葉
し
て
は
る
か
な
り
け
り
孝
子
堂
　
佐
藤
　
周
子

紙
漉
の
里
ひ
っ
そ
り
と
山
つ
つ
じ
　
　
青
木
　
良
子

　
　
　
◎
七
月
旬
会
は
、
第
四
日
曜
七
月
二
十
六
日
に
中
央

　
　
　
公
民
館
で
行
な
い
ま
す
。
題
　
涼
し
、
打
水
、
冷
そ

　
　
　
う
め
ん
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
貞
二
選

「こいつかみ大会」

　　佐藤　　豊（斎川小2年
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圓目衛宮を募集〃

　防衛庁では、次により自衛官

を募集しています。

〉応募資格　釆春3月高校卒業予

　定者及び18歳～25歳の男子

レ身分　特別職国家公務員

〉入隊時期　62年7月～63年2月

　　　　　　（18歳～25歳の男子）

　　　　　　62年3月・4月

　　　　　　（高校卒業見込み者）

〉待偶　初任給は月額110，200円

　防衛庁職員給与法により定期昇

　給（年1回）賞与（年3回で4．

　9月分）9～12カ月で昇任。

　119，900円その他各種手当が有

　り、2年勤務で416，333円、4年

　勤務で1，316，333円の任期期満

　了手当を支給。

レ技術教育　普通・大型自動車免

　許、調理師、大型特殊免許、ボイ

　ラー技士、特殊無線技士など各

　種の資格を得る機会があります。

※詳しくは、市民課または大河原

募集事務連絡所台0224－53－2185へ

お問い合わせください。

籔宮城技能開発センター
　　　ア月の各種講習案内

　技能向上をめざす方や新しい分

野での知識や資格を身につけたい

方は、この機会に受講しましょう！

翻夏祭りバレード参加者募集

　恒例のふるさと自石夏まつりは、

今年も8月14日15日の両日にわた

って行われます。

　14日は市内メイン通りにおいて

各種イベントやパレードが行われ、

15日は白石川河川敷において花火

大会が開かれます。

　夏祭りを盛りあげるため、白石

音頭パレードの参加者を募集する

ことになりました。皆様方の率先

した参加の夏祭りとなるようご協

力ください。詳しくは、商工会議

所a26－2191または観光協会費25
－2111までお問い合わせください。

翻白石卓球協会会員募集

　初心者には協会の指導員が指導

いたします。気軽にご加入くださ

いo

O練習日二毎週火曜日18：30～21：00

0会場：白石市中央公民館

　言羊しく1よ　 歪｝25－1561

　　　　　　　理事長大野まで

薗白石ママクラブ会員募集

　9人制ハレーホールで
　　仙いいジ干91かきましょう．汐

○練習日：毎週火・金曜日

　　　　19時～21時

○場所：白石中学校体育館

O申し込み　雪25－5070高子まで

講習　内容
電気工事士受験準備（1）

（2）

電気通信設備工事担任者受験準備

機械のスケ・ノチと製図

金属硬さ試，験基礎

機械製図の基磯

ステンレス鋼溶接技術検定受験準備

ペソコンロホノト・制御（基礎〉

自動車整備士検定受験準備
　し2級力忘ノリン）

ウノデイ・クラフト

シルクヌ．クリーン

木彫（中級）

木彫塗装

期間

7鉢

7日～

20日～

15日～

27日～

8日～

23日～

3日～

8日～

7日～

2日～

4日～

21日～

※詳しくは、宮城技能開発センター

開発援助課ao22－362－2254へどうぞ。　比

　15　　☆体育協会社交タンス講習会・

公民館だより

～働く婦人の家～1：
■人形教室　　　　　　　弓
　創ってみましょう！今、ブーム1

　のペーパードール

レ日時　7月22日（水l　　　　l，

　　　　午前9時30分～12時

〉内容　ピエロ（サイズ70cm）

　材料代　2，000円程度

レ受講料　無　料　　　　　　　　　〆

レ持参するもの　ハサミ、ボンド1

　ものさし、手ふき

〉申込み締切　7月18日仕ぽで働1，

　く婦人の家含25－5095へ

、
、

、処杢餐騒1埜1芝．1、」

☆夏季教材映画（16ミリフィルム）　　＝・

　の・セッ1・貸し出隻ノにつし、、て

　夏季中の16ミリ教材映画の貸し

出しは、11本1組のセットにして

各市町へ配送になります。

　白石市への貸出期間及び貸出教

材は、次のとおりです。希望され

るかたは、中央公民館奮24－5377、

26－2453にご連絡ください。

　なお、セット以外のフィルムも

ありますので、お問い合わせくだ

さい。

セット貸出し16ミリフィルム

①7月18日～7月27日
ちびでか物語
母さんは歌ったよ
みつばちマーヤの冒険
草原の子テングリ
交通安全だよトラエモン
かさこ土也ぞう

さよならぽくの犬ロソキー
ニルスのふしき9な方長No3
小さな愛の詩
心に咲く花
ミリコは負けない

（42・C）

（48・C）
（30・C）

（21・C）
〔16・C）

（13・C）

（45・C）

（29・C〉

〔32・C）

（29・C）

（45・C）

春風の子供たち　　　　　　　　（49・C）

きようだい　　　　　　　　　　（40・C）
わたしのおばあちゃん　　　　　（40・C〉

おば捨て山の月　　　　　　　　　（21・C）
走れメロス　　　　　　　　　　（20・C）

アラレちゃんの交通安全　　　　（14・C）
二ひきのよ1ばりrFぐま　　　　　　　　（12・C）

銀イ可鉄道999N　O3　　　　　　　（25・C）
難破船一クオレ「愛の学校」より　（19C〉
お兄ちゃんと塗くの七転び八起き（42・C）
あしたの空は青い空　　　　　　（46・C）

②7月29日～8月6日

③8月8日～8月17日
あいうえお

はだしのジョゼ
松葉づえの少年
ぽくの熊おじさん
ゴンタとよばれた犬
わたんべとすばらしい仲間
アルプスの少女ハイシNo3
おやゆびひめ
りゅうのあめ

七ひきの子やぎ
おじいちゃんのランプ

（42・C）

（40・C）

（18・C）
（46・C）
（42・C）

（40・C）

（30・C）

（20・C）

（10・C）

（10・C）

（22・C）

④8月19日～8月27日
おじいちゃんのおくりもの
チビ六二死満塁
糸工はfら臼はゴら

ニルスのふしぎな旅No2
バズーカ先生と子どもたち
火事と子馬
花さき山
．鬼のかたうで

ケンタのいたずら日記
父と子
青空君と七人の仲間たち

（42・C）
（51・C）

（37・C〉

（30・C）

（30・C）
（22・C）

（20・C）

（11・C）

（40・C）

〔22・C）

（43・C）

練習会のご案内日時ア月4日達ノ午後ア；00～8130

　　　　　　　　場所白石市市民会館大ホー嚇

1

冒
■
ア
鞠

し
1
嗣

レ
日

㌧

☆第1働青年ロノクコンリ 一ト

“PRrCE　OF　yOUTH”という市内

　に住む青年ロックバンドによるコン

　サートです。

〉日時7月26日旧）午後1時

〉会場　白石市中央公民館大ホール

》出演者“PRICE　OF　YOUTH”に属

　　　　　　する市内6ロツグバンド

〉入場料　300円

〉主催　白石市中央公民館

》後援　白石市教育委員会

r謝

磨

☆第10回大鷹沢・小原

　　親善ゲートボール大会開かる

　　晴天の5月27日、恒例のゲート

　ボー，レ大会が小原公民館ゲートボ

　ール場で開催されました。

　　決勝戦の結果は15対14で小原チ

　ームに凱歌があがりました。

　　第11回大会は、今秋大鷹沢公民

　館で開催の予定です。

k
、
毯
㌧
T
　
…

～勲鐵

冨／■ゴ

V
ノ

　“本ね友だち”

ター今よみたいあの本この本

書

本はあなたを待っています一

・夏休みには家族そろつて図書館へ〉日時

を☆日曜日も開館しています

掌　午前10時～午後4時
1（普通の日は9時一16時55分）

葦　静かに読書のできる部屋もあり

昏　ます。
ヌ

1☆ワ月・8月の特集コーナー

　r戦争を考える』をテーマとして

　戦争に関する本（第二次世界大

　戦、近代の戦争、核兵器、戦争

　　の記録集や体験記、軍隊生活記

　写真集、戦争文学など）を集め

　　ています。

　　夏休みには毎年、戦争に関する

　本の利用が多くなつています。

　　ご家族で読み、戦争について考

　　え・話しあいましょう。

館　　一　　　一 一一（

機夏休み子ど｛、会

一絵本のよみきかせと
　　　　糸氏工f乍あそび一

　　　　7月30日（木）　　　　　　　　　　10時～12時丈
　　　　　　　　　　　　　　　メミ〉内容　絵本のよみきかせと紙工作室

　（かべかけポケット、テープあみ羨

　など）　　　　　　　叢
　　　　　　　　　　　　　　　ぐ
〉対象　小学生　　　　　　　　　ギ
　　　　　　　　　　　　　　　区
レ申込み　7月27日（50名）まで　　ヘ

レ協力　白石絵本を楽しむ会　　　昏
　　　　　　　　　　　　　　　ノレ持ってくるものエンピッ、もの三

　　　　　　　　　　　　　　　〆1

〉材料費

さし、はさみ

紙代として50円

★たれにでもつ〈れます

　手づくり絵本講習会

〉第1回目

★子ども室には『戦争に関する本』〉第3回目

　のほか『夏と夏休みにふさわし

　い本』を用意しています。

夕

P日時
　〉主催

　レ講師

　〉対象

ll碇員
整心八印“

、
磁
？
ヌ
ケ
う
〉
〈
、
・
愛
ン
，
・
×
凶
－
？
×
づ
受

δ〆ノ

ヌ
K
パ
メ
x
、
X
衰

☆休館日のお知らせ

8月6日（木）10時～11時半

白石市図書館

元白中校長小岩庄一先生

小学5年生～中学生
50名　希望者は図書館へ

♪こ～（．トニとン　　　　挺ンrズ［・ン：ご［ンメ［yーぐKンニ〆じ〈〉

　　　　　　　　　　　　　　　べ　　　　　　7月23日（荊9時30分～歪

　　　　「シナリオのまとめかた」受
〉第2回目7月29日（水）9日寺3。分一／

　　　　　　　　　　　　　　　父
　　　　「本の中身つくりと製本」き
　　　　　　　　　　　　　　　マ
　　　　　　8月4日（火）9時30分～4

　　　　　　　　　　　　　　　ズ　　　　「製本・完成」　　　　　葦
楽しい思い出を・お母さんの手で萎

一冊の本にまとめ記念に残してあ×
げましょう　　　　　　3

　　　　　　　　　　　　　　　嫁
　　　　　会長　鈴木智恵子さん5
〉申込み7月17日（4。名）まで憲

　　　　　　　　　　　　　　　蓉

　　図書館魏6－3004　／
　　　　　　　　　　　　　　　蔓

・〉陸　　　一爪◇鯨κメ麗壕
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書
案
内
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白：石市大手町1，番陽

一
一

毒

　　　　ノ レ1・　　　　〆　、

「魚介類」が原因食品とされる腸

炎ビブリオ菌」による食中毒の心

配される時期となりました。食品

の取扱いに当っては細心の注意を

’じがけましょう。

　食品衛生の三原則

1清潔
〉台所、店舗を清潔にし、調理の

　前には手を洗う

2迅　速

1〉食品を仕入れたら手際よく調理

　し、できるだけ早く食べる。

〉生食する魚は、調理する前に真

　水で十分に洗う。

3冷却と加熱

》加熱する食品は、十分に熱を通

　す。

レ冷蔵庫を過信せず、5度℃以下

　の温度を確認して保存し、扉の

　開閉は手短かにする。

　’凄 〒ラ　　・ 　㌧：　：一 1－　　lh｝

・テーマ　「夢と冒険の島」

・会場　日本三景「松島」福浦島

・期間　昭和62年7月18日～

　　　　8月25日（39日問）

・所要時間　1時間半～3時聞

・入国料金大人700円，子供400円

・主催　松島町，松島観光協会

たばこは

市内で買いましょう〃

　　14『1丁奪r玉螺久ぜす季で二動

　　　　　』1極∫1　ラ帰5i「1

防ごう非行！助けよう立ち直り！

育てよう非行に打ち勝つ強い意志！

　最近の少年非行は、その発生件

数において増加の一途をたどり、

その内容も家庭および学校での暴

力事件、覚せい剤等による事件、

性的非行など衝撃的なものが多発

しており、加えて少年非行の低年

齢化が一一段と顕著になっています。

　私たちは、これらの事を家庭、

学校および地域の問題として無関

心でいるわけにはいきません。

　そこで、青少年の非行化を防止

し健全育成につとめ、明るく住み

よい社会を築くため、みんなで協

力いたしましょう。

　　　　風間観静氏逝去

　白石市史編さん委員として20数

年問、本市の歴史の解明をお願い

してきた風問観静氏が、去る5月

23日急逝されました。最終の市史

が3月末に刊行されたばかりでし
た。

　氏は、本紙地名・郷土史アレコ

レを執筆され、毎号幅広い見識に

よる、一般に1よあまり矢口られない

事柄の紹介に努められました。特

に今年度は独眼竜政宗にかかわる

シリーズものをお願いしていた矢

先の突然の言卜報……。

　謹しんで、氏のご冥福をお祈り

いたします。

17 期
虻
・

ブ
。

官公庁だより

君｛な力慰寺を根絶するため1こ

　最近、暴力団の他に政治活動や

社会運動を仮装し、暴力団まがい

の不法行為を行うグループが増え

ています。警察では、これら暴力

団等の壊滅とその根絶を図り、平

隠な県民生活を確保するため、強

力な取締りをしています。

暴力団被害の通報・相談先

〉急を要する場合　110番

〉その他の届出・相談は、最寄り

　の警察署へ

〉電話による相談は、

　　　　　　　　みんなにニにこ　やくざゼロ
　　　　　　　　（022）222－8930

通報される方の秘密や名誉を守り

ながら適切なアドバイスを行って

います。

鶉所得税弟1期分の納期は

　　　　フ月31日までです

　7月は所得税の予定納税第1期

分の納税をする月です。

　所得税は、7月　（第1期分）と

11月（第2期分）に予定納税をし、

翌年の確定申告で精算することに

なっています。

　第1期分の納税は7月1日から

31日までです。

　納税は納期内に済ませましょう。

★住宅性能保証制度のお知らせ

　建設省と宮城県の指導によって

つくられた制度で、貴重な新築住

宅を長期間にわたり保証し、建主

を保護することを目的としていま

す。この制度に登録された業者が

「住宅保証機構」の基準に基づい

てつくり、10年問の保証と住宅金

融公庫の融資期問が延長される特

典があります。

お問い合せは

　（助宮城県住宅管理センターヘ

　仙台市上杉一丁目1の20

（ふるさとビル内）管022－265－3605

」

一応援します，愛されるお店づくり一

〇公庫では、厚生大臣から振興計

　画の認定を受けた環境衛生同業

　組合の皆さんに、営業の振興や

　経営の安定化に役立つ運転資金

（融資額2，700万円以内，利率4．9％，

　期間5年以内・特に必要な場合

　7年以内）をご融資しています。

Oお店の新・増・改築や器具の購

　入に必要な設備資金も従来どお

　りご利用できます。

※詳しくは、環境公庫業務部ao3

－582－5416または、環境衛生同業組

合・環境衛生営業指導センターに

む問い合わせください。

飯奮氣勤ワ弁　一退撫n■且τ怠」

一退職自衛官仙台無料職業紹介所一

　＊＊退職自衛官は＊＊

○団体生活で培われた指導力と協

　調性に富んでいます。

○強い責任感と根性があります。

Q更には、体力・気力も身につけ

　ております。

O年齢は、任期制隊員が20～25歳

　　　　　定年退職者が53～54歳

〉連絡先　退職自衛官無料職

　業紹介所（仙台市本町一丁目3

　番地9第6広瀬ビル3階費022－

227－2610）または、自衛隊船岡

　馬主屯士也壬妥護センター智0224－55－

　2301（内線348）

☆建設業、i駄』茸首嗣農

　この制度は昭和39年に中小企業

退職金共済法により作られました。

この制度の特色は一般の退職金の

ように事業所をやめた時支払われ

る退職金ではなく、建設業の中で

働く限り雇用期間全部を通算して

支払うという、いわば建設業界が

一体となった退職金制度です。

※詳しくは、建設業退職金共済組

合宮城県支部〔宮城県建設会館内）

曾022－263－2973までどうぞ。

　l　ll「星樹峯

　仙台国税局では、税務職員を募

集しています。　（採用後、税務大

学校普通科へ入校）

　人事院が実施する国家公務員採

用皿種試験（税務）に合格した者

の中から採用されますが、採用試

験の概要は次のとおりです。

〉受験資格　昭和42年4月2日か

　ら昭和45年4月1日までに生ま

　れた者

〉申込み期間

　7月8日（水）から7月15日（水）まで

〉申込み先　人事院　東北事務局

〉第1次試験　10月4日（日）教養

　試験・適性試験及び作文試験

》第1次試験合格者発表

　　　　　　　11月4日（日）

》第2次試験　11月9日（月〉～11月

　20日（金）のうち1日

　人物試験（個別面接）、身体検査

＞最終合格発表　12月16日（水〉

〉申込用紙の請求・問い合わせ先

〔人事院　東北事務局〕〒980仙台

　市本町三丁目2～23仙台第2合

　同庁舎　費022－221－2022

〔仙台国税局　人事第二課〕

〒980仙台市本町三丁目3～1

　　　　　　　歪蟄022－263－1111

■マタニティ教室受講生募集

　健康な赤ちゃんの誕生はみんな

の願いです。母体の健康と赤ちゃ

んの発育のために妊娠中の食事に

ついて勉強してみませんか。

〉日時　7月18日（土）9：30～13：00

　　　　受付時間　9：30～9：40

〉場所　健康センター

〉内容　映画、調理実習

〉持ってくる物エプロン，米1）．5合

〉材料費　300円

〉申込み　7月15日（水ぽで保健衛

　生課丹25－21111内線604，605）

　へお申し込みください。

覚再少年健霊爾曳非行防』1二．推塾武套 臼僻　7月3臼　1’30～4：GO
唱所自石7櫨〕矢公．民館ブ丁一眺

藩

〉募集内容　○一般分譲住宅9戸

　　　　　　O宅地分譲　9区画

〉申込み宮城県住宅供給公社また

　は市建設課へ申込書を直接持参

　または郵送。

※詳しくは、宮城県住宅供給公社

　〔仙台市上杉一丁目1番20号〕

　智022－261－6161または市建設課

　奮25－2111（内線262，263）へお問

　い合わせください。

翻昭紅応　 摩｛テ　　・蔦き
於

　　　　　　　　層！l」詣，一し

　保母を志す方々に、基礎知識や

技術を習得させ、有資格保母の育

成を図るため実施いたします。

〉期間

〉会場

〉定員

＞受講料

レ申込み締切日

詳しくは、宮城県社会福祉協議会

保母養成講座費022（225）8476

仙台市本町三丁目7番4号へ。

7月20日～25日（6日間）

仙台商工会館

仙台市本町二］’目16－12

250名（定員になり次第

　　　締切ン））

　1科目に付1，000円

　　　　7月18日（土）

劉おヌヤ、力、課経藩セ

レ日時

〉会場

〉内容

　きる、最新“ホット”な『お茶の問

　経済セミナー』です。「お茶の間

　経済学」・「お金の上手な貯め方

　・いかし方」・「豊かな老後を送

　るためには」のテーマについて3

　回シリーズでお届けいたします。

》定員及び受講料　30名　1，000円

〉締切り　7月10日（釦　ただし、

定員になりしだい締切ります。

〉申込み　葉書または電話で、仙

　南地域職業訓練センター事務局

（柴田町大字船岡字照内1番地の9）

　費0224－57－1501まで。

　　　　　　　　　　　16

7月17，24，31日

　（毎週金曜日）

午前10：00～12：00

仙南地域職業訓練センター

（柴田町船岡）

誰にでもやさしく理解で



夜悉熟愚融λ 休日急患当番医
月日

7／5

12

19

26

8．／2

内内 科

柿崎医院（25）2210

亘理医院②5）8501

大沼医院⑳2502
広瀬医院⑫5）0238
三矛甫クリニック　（25）6854

トタ 斗不

刈田病院⑫5）2145

銭谷医院姶5）2010

宮城医院㈲2062
加藤㈹医院　②5）2653

刈田病院㈲2145

　　　第5回白風展開催される
　　　書道、華道、写真、彫金の同好
　　団体の主催する白風展が、6月13
　　・14日、市民会館において開かれ
　　ました。今年の展示会場の飾りっ
　　けのメインは竹、大ホールに竹林
　　力拙現し、竹の子がニョッキリの
綴凝りようでした・

つ

て　　　　禽
お

く

　
も
一

と
便
利
で
す
。

　6・12総合防災訓練実施
　去る6月12日、「県民防災の日」

に宮城県沖地震を想定した防災訓
練が斎川地区において実施されま
した。避難訓練、救出救護訓練、
火災防御訓練、公共施設復旧訓練、

炊き出し訓練など本番さながらの
訓練が展開されました。

騨、 謡　　凶

「日本の道百選」顕彰碑を除幕

　道路の意義、重要性を知っても
らおうと建設省が実施したr日本
の道百選」に「歴史を語る道」と
して七ヶ宿街道が入選し、6月3日
上戸沢に建てられた顕彰碑の除幕
式が行われました。碑にはr道」の

プレートが埋め込まれています。

※都合により変更になる場合もあります。

談
（7月分）

相談区分

市長相談

人権擁護
相　　談

行政相談

生活相談

社会保険
相　　談

税務相談

消費生活
相　　談

補聴器巡回

サービス

橿談欝

15

15

15

15

6・25

15

時　圏

10100～

　12：00

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00

10100～

　15：00

10：00～

　12：00

9：30～

　15：00

場　　漸

自石市役所
1階市民室

白石市役所2階

第2会議室

白石市役所2階

第2会議室

白石市役所2階

第2会議室
白石市役所1階
消費生活相談室

白石市役所3階

第3会議室

内　　容

市行政に対する質問、

要望等について、川井
市長が直接相談に応じ
ます。

結婚、離婚、遺産相続、
借地借家、雇用、差別待

遇問題等

国や県、市など役所の
行う仕事について困っ
ていることや希望等

市民の日常生活上の困
りごと

健康保険、船員保険、
厚生年金など

7目と8月は休みです。

　
　
金

15

週
氷

　
毎
月

リオン

9・24

10：00～

　15：00

13：00～

　14：00

ニホン　10：00－
　17　　　　11100
　　・十一一

の
　
　

の
　
　
　
ロ
　

の

ト
鵬
『
脚
卜
翅
而

の
　
　
の
エ
　
の
　
　
の
　

0
．
0

0
・
0

、
肯
⊥
h

振
釦

人
料
　
一

婦
　
　
無
相
■
身
相
一
青
相

白石市役所1階
消費生活相談室

福祉事務所

白石市役所2階

第2会議室

白石市役所4階

第4会議室
白石市役所3階

第3会議室
白石市役所4階
青少年相談

　　センター

買物苦情、消費生活一
般

補聴器の修理、調整な
ど

家庭内の人間関係や異
性との問題等で悩んで
いる女性の方

法律についての困りご
と

身体障害者精神薄弱者
の生活、職業、結婚等

子供の教育上の相談

團人口の動き　6月1日現在　人口42，472人男20，842人女21，630人世帯1i，668戸 18

市
覇
材
交
通
事
故
防
止
コ
ン
ク
ー
ル
実
施
中

ン
ー
ト
ベ
ル
ト
を
忘
れ
ず
寂
着
爾
し
ま
し
ょ
う
〃


